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1.研究実施の概要 

気候変動や異常気象、社会の変動によって21世紀にもたらされ得る水に関する危機的

状況の回避に資するため、本研究では、従来個別に開発されてきた水循環解析モデルの共

通化と精度向上を行い、持続可能な水政策の立案に資するような成果を導出することを目

的としている。特に、急激な人口増と社会の変動が予測されるアジア域を対象に，異なる

スケールの流域における水循環とその管理、我が国を含むアジア諸国の間における水の連

関を考究する。 

まず、アジアモンスーン域における５つの流域を対象に、流域水循環モデルを構築、

その精度向上を鋭意図っている。数値地形情報から比較的容易に水循環モデルを構築する

ための「流域水循環アプリケーション実行GUIソフトウェアの開発」をウェブ上で公開し

た。また、水循環に伴う物質循環を把握するため、マルチ水質モニタリングシステムユニ

ットを導入し、琵琶湖下流域に設置して観測を開始した。 

アジアの淡水資源の利用可能性とリスクを定量的に評価・予測するという観点から、

流域水循環モデルに基づく水資源の利用・供給可能量を把握する水資源ダイナミクスの解

析手法の構築に着手した。洪水リスクマネジメントの方法論における国内・国外の異同を

明らかにするため、欧米およびアジア諸国の現地調査、研究者招聘を行い、方法論の整理

を行っている。 

さらに、自然環境・社会経済と水循環・水資源の連関を分析し国際的な水資源事業に

おける諸問題とその解決の方策を調査研究するという観点から、インド、バングラデシュ、

インドネシア、トルコなどを対象として、国際河川における堰の設置や取水・洪水予報に

関わる国際紛争、ヒ素による水質被害、ダム事業・広域灌漑事業の地域への影響評価など

について現地調査を行っている。 

これらの基礎的調査研究の成果を本研究チームにおいてとりまとめ、日本・アジア発

の新しい学術的リーダーシップ、長期的視点に立った持続可能な水政策のあり方の提言、

危機に瀕する水問題の解決への貢献を目指す。 

 



2.研究実施内容 

当研究チームでは、３つのグループを構成して研究を推進している。すなわち， 

（Ａ）アジアモンスーン地域を対象とした水循環モデルの構築（水循環モデルグループ：

わが国およびアジア諸国の社会変動が河川流域の水循環、国際的な水資源循環・収支

に及ぼす影響の予測モデルを構築する。 

（Ｂ）自然の水文循環と社会変動の相互作用を考慮した水循環モデルの構築（相互作用グ

ループ）：アジアの淡水資源の利用可能性とリスクを定量的に評価・予測する。 

（Ｃ）国際的水循環・水収支の自然・社会・経済シナリオ分析と貢献戦略（国際水連関グ

ループ）我が国の水（食糧、産業）政策、国際貢献戦略の将来像を明らかにする。 

 本研究全体の枠組みを示す概念図を下に示す。 

  

 

 

 



（Ａ）水循環モデルグループでは、アジアモンスーン地域における異なるスケール、異な

る開発段階の河川流域を対象とて、ケーススタディとして淀川、ブランタス川（イン

ドネシア）、淮河（中国）、チャオプラヤ川（タイ）、メコン川（インドシナ半島諸

国）を選定し、した水循環モデルを構築し、その精度向上を図っている。いずれの流

域においても、降水流出のシミュレーションは可能になっており、一部の流域では土

砂流出まで考慮できる。また、「流域水循環アプリケーション実行GUIソフトウェ

ア」の開発を行った。任意の流域を対象としたセル分布型流域水循環シミュレーショ

ンシステムを開発した。グリッド型の数値地形情報があれば、このシステムを用いる

ことにより、任意の流域を対象とした水循環モデルを構築することが可能である。こ

のシステムのソースコードは 

      http://fmd.dpri.kyoto-u.ac.jp/~flood/cellModel/cellModel.html 

から取得することができる。さらに、このモデルの操作性を向上させるために、3次

元画像処理汎用ソフトウェア AVS を用いた流域水循環アプリケーション実行GUIソフ

トウェアを開発した。 

これにより、誰もが極めて容易にモデルを構築し、流出シミュレーションを実行す

ることが可能となった。 

さらに、「マルチ水質モニタリングシステムユニット」の導入を開始した。水量の

みならず物質循環(水質)を予測・再現するシミュレーションシステムを構築するため

の基礎データとして、水質観測データを得るためのマルチ水質モニタリングシステム

ユニットを導入し、琵琶湖下流域に設置して観測を開始した。このシステムでは、観

測データを遠隔地に自動配信することが可能であり、現在１時間間隔で濁度をはじめ

とする9項目の観測を実施して、関連研究者にデータをインターネットを通して配信

している。ここで得られたデータと土地利用形態・水利用形態との関連を分析し、そ

の成果を水循環シミュレーションシステムに導入することで、水量のみならず物質循

環(水質)を予測・再現するシミュレーションシステムを構築することになる。 

本グループの成果は、平成15年３月に京都で開催した第１回アジア太平洋水文・水

資源国際会議（APHW2003）をはじめとする内外の学会において多数の論文発表を行っ

た。 

（Ｂ）相互作用モデルグループでは、アジアの淡水資源の利用可能性とリスクを定量的に

評価・予測するという観点から、流域水循環モデルに基づく水資源の利用・供給可能

量を把握する水資源ダイナミクスの解析手法の構築に着手した。これは、物理的基礎

をもつ分布型多層系の水循環モデルHydroBEAMを用いて、長期の流出解析を行うとと

もに、流域内の物質循環、水質項目の時空間変動を把握しようとするものである。こ

うした解析の基礎となるモデル作成の方法論について、水系一貫した水量・水質・生

態系のモデル化のために必要な要素の選択、パラメタ同定の手順、水循環と社会変動

の相互作用の解析の仕方について議論を行うため、中国・ドイツから研究者を招聘し

た。 



また、洪水リスクマネジメントの方法論における国内・国外の異同を明らかにする

ため、文献調査・資料収集・海外研究者との討議を行った。まず、日本の治水の歴史、

対策技術、諸制度について整理するとともに、アジア諸国の治水対策の現状について

概要を整理した。平成14年度「河川復元セミナー」（2003.1/12〜18、マレーシア・

クアラルンプール）に出席し、マレーシア・クラン川を対象流域としてそこでの治水

の実態とわが国の方法論とのと比較を行った。オーストリアから研究者を招聘し、同

国における先進的な親水・生態学的治水マネジメントの事例をわが国との比較分析し

た。また、水の循環系モデリングと利用システム研究の一環として流域の総合マネジ

メントの方法論について共同研究するため、米国から２名の研究者を招聘し、特に、

被害を被る主体の規制・対策という観点から、（１）土地利用の制御の方法論、

（２）治水・利水・環境の調和をステークホールダーとの対話の中から見いだしてい

く手法について方向性を模索することに努めた。これらの共同研究の成果は、平成15

年７月のワークショップなどにおいて発表の予定である。 

（Ｃ）国際水連関グループでは、まず、水利権などの歴史的背景、河川法に基づく河川管

理、特定多目的ダム法等に基づく河川総合開発、水源地対策特別措置法、水源地域対

策基金を水循環の観点から再評価し、社会の変化にどのように対応していくべきか検

討した。 

また、自然環境・社会経済と水循環・水資源の連関を分析し国際的な水資源事業に

おける諸問題とその解決の方策を調査研究するという観点から、インド、バングラデ

シュ、インドネシア、トルコなどを対象として、国際河川における堰の設置や取水・

洪水予報に関わる国際紛争、ヒ素による水質被害、ダム事業・広域灌漑事業の地域へ

の影響評価などについて現地調査を行い、以下のような成果を得た。 

南東アナトリア地域開発プロジェクト（GAPプロジェクト）に関しては，別予算を

含めて２回の現地調査を実施した。GAPプロジェクトによる「水が来た」村々と，同

じ地域の「未だ水が来ていない」村々との比較研究のため，村の家々への訪問調査を

実施した。1995年から最初に灌漑水が導入された地方では，当初の見込みでは灌漑農

地の25％で綿花が生産されるはずが，実際には75〜80％で綿花が栽培されている。他

の作物よりも収益が良いのが主な理由と推定される。作物選択に関する農民の志向

（意志決定）およびそれに関連する「技術の選択」について現地での実状を把握した。

ダム建設に伴う移転の影響について，ベルジック・ダム（ユーフラテス川・トルコ国

内では最下流）による移住民を対象とした予備的な訪問調査を実施した． 

 

3.研究実施体制 

流域水循環モデルグループ 

① 研究分担グループ長：寶 馨（京都大学防災研究所・教授） 

② 研究項目： アジアモンスーン地域を対象とした水循環モデルの構築 



相互作用モデルグループ 

① 研究分担グループ長：小尻 利治（京都大学防災研究所・教授） 

② 研究項目：自然の水文循環と社会変動の相互作用を考慮した水循環モデルの構築 

国際シナリオ分析グループ 

① 研究分担グループ長：近藤 悟（国土交通省国土技術政策総合研究所・河川研究部

長） 

② 研究項目： 国際的水循環・水収支の自然・社会・経済シナリオ分析と貢献戦略 
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